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亙
洋
鵬
懲
渡
這

〆 、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

風
が
運
ん
で
ゆ
く
未
知
の
国
へ
。
快
い
潮
騒
と
小
粋
な
上
着
を
乗
せ
て
・
・
・
。
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戸
店
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割§

良いものとの、
出逢い

霧

／

おしゃれな真夏の黒一

鴬誇１
－~－－
『

千手浩子さんくデザｲ ﾅ ｰ 〉

ｱ ｰ ｽ ｶ ﾗ ｰ が好きです､ とおっしゃる
千手さんは、自分のスタイルにはっきり
とした個性を持つ女性。イタリアンリゾ
ート，ＡｎｎａＣＬＵＢの黒のコットンドレ
スが真夏の太陽の下でおしゃれっぽい。

翌

i,雇路乎菟~ 奪霧皇

霞
蕊

醐

蕊.､え‘簿譲歩鍵
鴬･Ｌ

Ｌ

蕊§蕊譲

秘撫…ん難
'~し

日
一

三宮町１丁目ニューセンタービル人口
TEL(078)331-1650
1 0 : 3 0 ＡＭ～7 : ０ＯＰＭ水曜定休

ノ

受

ｋ _ ニュー一

一 色

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



＝

汐③声琶滝
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王
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鞠
詞
』
一

髄参篭参篭 鷺
琴一

一 謹言７ 薯‘薯‘一

■ぜ■ぜ

窪亭
一己

贈る心にお菜子をそえて．' 画フル

耐詮画』

、

戸らしさをi 寅出する

階｜和洋菓子･ 茶寮

｣

、、

神戸風月堂本社ビル

ノ

’階|継譜鴎ﾂ ﾄづﾗザ』
＝地階｜風月堂ホール｢ グラン･ パレ・ド･ フーケツ」

５階｜茶室･ 蕎月庵特別室･ ゴーフルルーム 贈る心にお菓子をそえて
3 ¥ ４階｜事務所

く墨> 神戸且貝坐
ゴーフル

本社／神戸市生田区元町通３丁目冠0 7 8 ( 3 2 1 ) 5 5 5 5
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お中元に
まどころ伝える確かな贈物

本寓ﾉ 砂辰
直営店・神戸元町本店･ さんちか店･ 阪急三: 番街店取扱店・全国有名百貨店
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ロマンのあるズイ

夏にふさわしい涼感あふれるギフトなら

いただいても喜びひとしお。

モロゾフフアンシーデザートは、ク愈レーフ《バｲ ﾅ ｯ ﾌ ﾂ ﾚ 、オレンジなど、

フレッシュフルーツをふんだんに使ったみずみずしいおいしき。

そしてちょっぴりほろにがいチョコレートムースを加えて４種焼
どれも、モロゾフならで､ はのクール＆スイート。

この夏、親しい人への1 1 脚I ）ものにお役だてください。 昌彊口馴。柿劃f 会社
、 ノ
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理
想
的
な
住
宅
地
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ェ
ア

毛
利
治
／
嶋
田
勝
次
ノ
福
尾
重
治
ノ
松
下
良
一
ノ
川
口
平
吉
上
野
高
閣

別
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
情
報
・
Ｉ

壁
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

別
座
談
会
ノ
現
代
戯
評

何
で
も
中
途
は
ん
ぱ
、
そ
れ
が
い
い
ん
だ
れ

新
井
満
ｊ
村
上
和
子
ノ
大
森
一
樹

鱒
ノ
コ
ち
ゃ
ん
の
華
麗
な
る
食
べ
あ
る
記
《
７
》
ノ
小
山
乃
里
子

舵
特
集
Ｉ
神
戸
百
店
会

専
門
店
と
し
て
の
あ
り
方
を
探
る

双
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
講
座
・
レ
ッ
ス
ン
７
ｒ
岡
田
淳

乃
天
。
、
両
望
ｍ
三
○
三
め
で
。
『

醜
第
九
回
神
戸
ま
つ
〃
，
、
ピ
バ
ッ
、
神
戸
ま
つ
り

師
斎
烏
三
８
，
三
話
。
ェ
、
二
・
泊
γ
篠
原
順
子

鵬
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
《
７
月
〉

Ⅲ
動
物
固
飼
育
日
記
耐
〉
／
亀
井
一
成

Ｗ
神
戸
の
集
い
か
ら

鵬
六
甲
山
Ⅷ
コ
ー
ス
重
神
戸
市
立
教
育
植
物
園
１
武
術
晴
雄

過
長
峰
山
ノ
丸
屋
敏
雄

随
座
談
会
／
関
西
学
院
創
立
帥
周
年
記
念

北
摂
・
三
田
に
新
学
部
〈
国
際
学
部
・
芸
術
学
部
》
創
設

久
山
康
／
増
田
栄
／
室
谷
山
水
ノ
藤
田
久
司

剛
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
『
上
土
井
芳
子
さ
ん
励
四
等
瑞
宝
章
受
賞

祝
賀
会
且
チ
ャ
リ
テ
ィ
夜
会
“
ブ
ラ
ジ
ル
の
夕
べ
《

畑
神
戸
を
福
祉
の
町
に
〈
ワ
ノ
橋
本
明

旧
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ⅲ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
ノ
シ
ン
ワ
・
岸
野
恭
久

恥
私
の
映
画
手
唖
帖
〈
胸
）
Ｉ
淀
川
長
治

棚
女
体
百
景
（
竪
ノ
ピ
ラ
ピ
ラ
族
１
細
川
菰

期
ぴ
っ
と
い
ん

噸
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅲ
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

剛
新
連
載
ル
ポ
ｙ
知
ら
な
い
人
の
神
戸
「
港
か
ら

菅
竜
一
ノ
カ
メ
ラ
ー
緒
方
し
げ
を

隅
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー

剛
連
載
小
説
夢
の
消
滅
〈
最
終
回
淳
（
第
三
回
神
戸
女
流
文
学
賞

受
賞
作
品
）
大
原
由
記
子
ノ
え
・
南
和
好

剛
卜
Ｉ
ク
＆
ト
ー
ク

刑
再
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ア
ベ
ニ
ュ
！
完
Ｂ
新
井
満
・
石
阪
春
生

筋
海
船
港
Ｉ
き
ま
ま
に
走
ろ
う
瀬
戸
内
海
南
十
字
星
，
処
女
航
海

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
ノ
藤
原
保
之
機
本
英
男
ｙ
後
藤
孝
速
水
亨

目
次
作
品
元
永
定
正

４
０
４
日
１
、
ジ
ハ
ー
ｌ
、
一
・
医
匡
吋
防
も
〈

弓

卜

”
弧
笥
｛
亦
捕
一
Ｆ
を
考
え
る
劇
」

、
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１霞 Ｉ

、／異人館通りの小さなキング
ハンター坂の小さなクイーン
それはタウンスケールにあった
ユニークで楽しい二つの館です。

＆2 4 2 - 7 0 9 0
ａ2 4 2 - 2 4 6 9

ＫＩＮＧ，ＳＣＯＵＲＴ

Ｆ、
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八ｍ、小罰陥、心’市。『尋、

丙
厩

淵川●

八ｍ永参ｋｎＫ鞍小Ａ・学八斗偶牒

置ヨ、、●

Ｉ言卜、戦功・墳佃

八ｍＡ、当ｎ．拳●

玲眠●いＩ悪入竿・半い●いく和

純川。皿葦

芝（）二一工与里

ｌ『黒子Ⅷｒ心脳。贈い訣睦、、ｍｍ胤象問い、
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’

／ |特催|家|庭|用|品|サ|口||ンl-l､そ|の'３１舶|来団う回器’ －、

炎と技の巧み

特選ガﾗ ｽ 器ｻ ﾛ ﾝ < 6 階〉’

く
つ
豆
」
う
〉
特
選
ガ
ラ
ス
器
サ
ロ
ン
に
は
、
装
飾
性
あ
ふ
れ
る
高
級

ガ
ラ
ス
器
か
ら
、
実
用
性
を
兼
ね
備
え
た
お
中
元
好
適
品
ま
で

厳
選
し
た
品
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

西
ド
イ
ツ
製
タ
勢
ノ
ラ
ー
グ
ラ
ス
。

シ
や
→
ヴ
な
カ
ッ
ー
ア
４
冷
／
と
台
足
の
ラ
イ
ン
に

気
品
が
た
だ
よ
い
ま
圭
貼

た
圭
誤
」
こ
ろ
の
な
か
で

芳
潤
な
香
り
を
放
ユ
ノ
ラ
ン
デ
ー
。

重
厚
さ
と
現
代
感
覚
が
マ
参
」
と
に
マ
ッ
チ
し
た

や
わ
ら
か
な
フ
寺
ル
ム
に
は
、

洗
練
さ
れ
た
大
人
の
酒
が
似
合
う

の粋」
②珊鯛

、

『造
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全
地
球
的
視
野
で

八
川
崎
製
識
株
式
曾
社
取
締
役
Ｖ

宮
津
茂

☆
私
の
意
見

モ
ノ
を
見
る

ｌ
ポ
‐
ト
ピ
ァ
Ⅷ
出
展
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
第
一
号
で
す
が
、

現
在
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

宮
津
博
覧
会
の
開
か
れ
る
神
戸
の
地
元
企
業
で
あ
る
我
女
も
神

戸
の
一
市
民
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
博
覧
会
を
成
功
さ

せ
、
地
域
文
化
の
高
揚
、
経
済
の
発
展
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
へ
の
出
展
計
画
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ

ん
ま
だ
構
想
の
段
階
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
プ
ラ

ン
を
検
討
中
で
す
。
つ
ま
り
、
①
社
会
的
に
有
意
義
な
内
容
で
あ

る
こ
と
②
科
学
的
な
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
こ
と
③
話
題
性
が

あ
る
こ
と
④
安
定
し
た
信
頼
性
の
あ
る
技
術
で
あ
る
こ
と
⑤

パ
ビ
リ
オ
ン
の
構
造
、
外
観
に
特
色
が
あ
り
、
展
示
内
容
と
有
機

的
に
結
び
つ
く
こ
と
⑤
当
社
の
企
業
理
念
と
矛
盾
し
な
い
こ

と
、
以
上
の
六
点
を
基
本
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

ｌ
川
鉄
館
（
仮
称
）
の
テ
ー
マ
の
「
新
し
い
地
球
を
考
え
る
」

は
ど
の
よ
う
な
意
図
か
ら
で
す
か
。

宮
津
地
球
と
い
う
の
は
、
％
が
海
面
で
す
。
地
球
と
い
う
よ
り

む
し
ろ
水
球
で
す
ね
。
そ
し
て
現
在
地
球
を
取
り
巻
く
資
源
問
題

や
食
糧
問
題
、
人
口
問
題
を
取
り
あ
げ
る
場
合
、
す
べ
て
〃
海
″

に
結
び
つ
い
て
き
ま
す
。
ま
た
神
戸
の
特
徴
も
〃
海
″
で
す
ね
。

港
を
通
じ
て
、
海
を
通
じ
て
産
業
も
文
化
も
世
界
と
結
び
つ
い
て

き
た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
の
テ
ー
マ
も
「
新
し
い

〃
海
の
文
化
都
市
″
の
創
造
」
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら

我
々
と
し
て
も
全
地
球
的
と
い
う
か
、
地
球
そ
の
も
の
を
も
う
一

度
見
直
し
て
み
な
い
と
い
け
な
い
、
全
地
球
的
な
視
野
で
モ
ノ
を

見
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
も
現
在
の
段
階
で
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
川
鉄

館
は
、
敷
地
一
一
、
五
○
○
平
米
に
、
直
径
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
球

形
の
建
物
を
建
て
、
地
球
の
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
の
見
方
を
映

像
で
表
わ
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
建
物
に
連

続
し
た
平
屋
造
り
の
建
物
を
建
て
、
こ
こ
で
展
示
を
す
る
と
い
う

構
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
展
示
内
容
の
確
定
、
組
織
運
営
の
整
備
、

オ
ー
ル
川
鉄
へ
の
伽
き
か
け
な
ど
、
博
覧
会
の
成
功
へ
と
努
力
す

る
つ
も
り
で
す
。
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刀剣古美術

鑑定買入刀剣研磨その他工作
一力川仕ｋ是非ご用命下さい。
お支払いに便利なローンをご利川下さい

貴’恐欝鬼彫臭 厳１
美祢

神戸市生田区元町通６丁目2 5 番地
ＴＥＬＯ７８－３５１－００８１

５℃の風
ユーハイムデザート

本店
三宮店
さんちか店
西ドイツ本店

』鱒

ド ｆ, ソ嘉三二子

恥､趣g i j 2 f 5
皿一八 イ＆

⑧
このマークのお店でお買い求め下さい

神戸市生田区下山手通２－３１ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 1 6 9 4
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当
に
若
い
人
の
順
応
性
と
記
憶
力
の
良

さ
に
は
、
改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
か
げ
で
そ
の
日
か
ら
折
角
の

英
会
話
の
先
生
を
失
う
ハ
メ
に
な
っ
て

し
ま
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
苦
労
し
た
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
年
の
八
月
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
子

供
達
を
中
心
と
し
た
国
立
少
年
合
唱
団

で
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
少
年
合
唱
団
の
神

戸
公
演
が
文
化
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
豪
協
会
の
お
す
す
め
で
、
鷹
匠

中
学
校
の
合
唱
部
が
友
情
出
演
を
す
る

こ
と
に
な
り
部
員
達
は
、
初
め
て
経
験

す
る
外
国
の
少
年
た
ち
と
の
交
歓
に
胸

を
は
ず
ま
せ
た
も
の
で
し
た
。
成
果
は

予
想
を
は
る
か
に
上
ま
わ
り
、
交
歓
の

輪
が
で
き
る
な
ど
、
今
更
の
よ
う
に
「
音

楽
は
国
境
を
越
え
た
こ
と
ば
だ
」
と
い

う
実
感
に
ひ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
五
十
二
年
五
月
に
は
、
ウ

オ
ー
ラ
ン
ド
氏
に
率
ら
れ
た
メ
ル
ボ
ル

ン
・
ユ
ー
ス
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン

ド
が
来
校
さ
れ
、
本
校
の
吹
奏
楽
部
と

合
唱
部
と
の
和
や
か
な
交
歓
の
ひ
と
時

を
持
ち
、
更
に
昨
年
の
八
月
再
び
来
日

し
た
ビ
ク
ト
リ
ア
少
年
合
唱
団
と
前
回

以
上
に
和
や
か
で
充
実
し
た
交
歓
演
奏

を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の

い
く
つ
か
の
縁
が
も
た
ら
し
た
の
で
し

ょ
う
か
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ン
・
ユ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
三
年
に
一
回
メ
ル
ボ

ル
ン
市
を
中
心
に
開
か
れ
本
年
で
第
四
回
を
迎
え

カット／石飛キヨ

職鴬 頴鴬

１
３１
１

誤器

南
太
平
洋
に
心
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を

矢
野
恵
一
郎

繍
票
位
潅
穆
潅
嬢
鶏
間
〉

昭
和
風
年
４
月
、
私
の
勤
務
校
で
あ

る
神
戸
市
立
庶
匠
中
学
校
へ
、
遠
く
南

半
球
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ
ァ

島
か
ら
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン
と

い
う
名
の
あ
ど
け
な
い
少
女
が
市
教
委

公
認
の
留
学
生
と
し
て
３
年
生
に
入
学

し
て
き
ま
し
た
。
勇
敢
に
も
ひ
と
り
で

下
宿
生
活
を
し
な
が
ら
。

そ
の
年
私
は
、
前
年
度
、
神
戸
市
文

化
奨
励
賞
の
栄
を
記
念
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ

は
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
英
会
話
の
先

生
に
巡
り
逢
え
た
と
喜
ん
で
授
業
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。
ア
イ
リ
ー
ン
を
除
く
ク

ラ
ス
の
生
徒
は
私
の
た
ど
た
ど
し
い
英

語
に
ふ
き
出
し
た
り
、
た
ま
に
通
じ
る

と
拍
手
を
し
て
く
れ
た
り
で
、
少
し
ず

つ
英
語
ら
し
く
な
り
か
け
た
頃
、
ち
ょ

う
ど
ひ
と
月
ほ
ど
経
っ
た
五
月
の
半
ば

（
音
楽
の
授
業
は
週
一
一
時
間
）
、
突
然

ア
イ
リ
ー
ン
か
ら
「
セ
ン
セ
イ
ノ
ニ
ッ

ポ
ン
ゴ
デ
イ
ッ
テ
ク
ダ
サ
イ
。
ワ
タ
シ

ニ
ッ
ポ
ン
ゴ
ワ
カ
リ
マ
ス
」
あ
ま
り
の

み
ご
と
さ
に
、
た
だ
驚
く
ば
か
り
。
本

随 想

猛練習にはげむ「鷹匠ユースクワイヤー」の
メンバーたち（指揮をする筆者）
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「
サ
ヤ
サ
ヤ
」
燕
織

ら
れ
て
、
あ
な
た
も

っ
て
き
ま
せ
ん
か
。

ふ
と
、
時
間
の
す
き

窪間
に
あ
な
た
の
乗
っ

た
笹
舟
、
行
っ
た
り

来
た
り
。
フ
ー
ャ
ン
」

は
あ
な
た
の
記
憶
に

少
し
色
模
様
。
青
い

波
々
ぼ
ん
や
り
見
て

る
あ
な
た
の
横
顔

に
、
一
一
ヤ
ン
は
そ
っ

と
絵
巻
を
か
さ
ね
ま

す
。

心
の
か
た
す
み
で
「
チ
ッ
チ
チ
ッ

チ
」
と
、
あ
な
た
の
小
鳥
が
少
し
さ
び

し
そ
う
な
声
で
鳴
い
て
い
た
ら
、
可
愛

い
い
幸
せ
見
つ
け
に
来
ま
せ
ん
か
。
そ

う
、
こ
こ
は
「
神
戸
」

黒
ネ
コ
「
ニ
ャ
ン
」
の
幸
せ
の
ひ
と

つ
の
散
歩
道
。
さ
あ
、
お
気
に
入
り
の

ス
ー
ツ
を
着
て
、
こ
い
き
に
バ
ッ
グ
を

肩
に
か
け
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

し
ゃ
れ
た
神
戸
の
風
に
あ
な
た
の
黄

色
の
ス
カ
ー
フ
が
似
合
う
か
も
。

黒
猫
「
ニ
ャ
ン
」
の
ま
ず
最
初
の
お

す
す
め
は
、
上
ラ
ヒ
ラ
そ
よ
風
砂
ま
じ

る
、
聞
こ
え
て
く
る
の
は
遠
い
歴
史
の

お
と

鈴
の
幸
臼
。
須
磨
の
海
べ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

海
べ
の
砂
浜
歩
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い

「
サ
ク
サ
ク
」
音
を
た
て
て
踏
ん
で

い
く
あ
な
た
の
足
音
が
波
の
謎
に
連
れ

ｂ
れ
て
、
あ
な
た
も
だ
ん
だ
ん
軽
く
な

る
若
者
た
ち
の
国
際
音
楽
祭
）
に
正
式
に
招
待

を
受
け
、
と
び
上
り
そ
う
な
喜
び
と
驚

き
で
し
た
。

い
く
つ
か
の
困
難
な
問
題
も
、
神
戸

日
豪
協
会
を
中
心
と
し
た
多
く
の
関
係

者
の
皆
様
の
御
尽
力
と
御
理
解
の
も
と

に
、
夢
の
よ
う
な
出
来
事
が
ま
も
な
く

行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
神
戸

日
豪
協
会
の
一
つ
の
事
業
と
し
て
、
橘

健
氏
（
前
鵬
匠
中
学
校
長
・
神
戸
日
豪

協
会
理
事
）
を
団
長
と
す
る
、
「
鷹
匠

ユ
ー
ス
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー
（
雁
匠
青
少
年

合
唱
団
）
」
が
結
成
さ
れ
、
団
員
一
○
六

名
、
ス
タ
ッ
フ
十
一
名
、
総
勢
一
一
七

名
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
合
唱
団

と
し
て
、
南
十
字
星
の
輝
や
く
は
る
か

南
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
神
戸
の
若
者
の
意

気
と
情
熱
を
傾
け
て
歌
い
上
げ
て
こ
よ

う
と
思
い
ま
す
。
団
員
は
鷹
匠
中
学
校

合
唱
部
二
・
三
年
生
と
、
そ
の
卒
業
生

の
中
か
ら
希
望
し
た
男
子
二
十
八
名
、

女
子
七
十
八
名
か
ら
な
り
、
気
心
の
合

っ
た
メ
ン
バ
ー
が
「
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
本
の
歌
を
中
心
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歌
、
世
界
の
歌
を
精

一
杯
歌
い
上
げ
、
日
豪
親
善
、
国
際
文

化
交
流
に
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
出
発
は
七
月
十
四
日
、
帰
国
は
七
月
一
一
十
四
日

の
十
一
日
間
で
す
。

黒
猫
ニ
ャ
ン
の

ひ
と
り
ご
と

石
飛
キ
ヨ

八
英
語
講
師
Ｖ

匂
う
が
如
く
ひ
る
が
え
し
、
源
氏
の
姫

君
恋
絵
巻
。

「
須
磨
の
松
風
、
わ
が
心
知
る
や
知
ら

お
と

い
や
波
の
立
国
」
ね
っ
、
聞
こ
え
る
で
し

よ
』
う
りそ

よ
吹
く
風
に
も
倒
れ
そ
う
、
う
り

ざ
ね
顔
の
姫
君
達
の
恋
の
た
め
い
き

か

が
・
う
す
桃
色
の
紅
の
香
が
。
ニ
ャ
ン

は
弾
き
ま
す
。
愛
の
う
た
。

ま
っ
白
く
塗
っ
た
姫
君
や
女
官
達
、

調
べ
に
合
わ
せ
て
、
波
間
に
乗
っ
て
踊

り
ま
す
。

「
ピ
イ
ヒ
ヤ
ラ
ピ
イ
ヒ
ヤ
ラ
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」

し
ば
し
、
あ
な
た
と
姫
君
達
と
の
舞

い
く
ら
べ
。
そ
れ
、
「
ピ
イ
ヒ
ャ
ラ
ピ

イ
ヒ
ヤ
ー
フ
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
」
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
あ

な
た
の
横
顔
、
波
間
に
浮
か
び
、
歴
史

の
絵
巻
は
ひ
い
ら
ひ
ら
。

１
３２
１
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中
村
信
司

八
兵
庫
県
映
画
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
ｖ

映
画
を
愛
す
る

神
戸
っ
子
た
ち
へ

ね

「
つ
ん
」
と
、
風
の
幸
局
、
ひ
と
ふ
し
吹

い
て
、
あ
な
た
の
ス
カ
ー
フ
波
間
に
ゆ

れ
て
、
流
れ
て
い
く
は
、
ま
ぼ
ろ
し
の
、

こ
い
お
う
ぎ

須
磨
の
浦
の
恋
扇
。

須
磨
の
浦
は
今
も
語
り
ま
す
。

姫
君
絵
巻
の
恋
模
様
、
波
風
作
る
砂

文
字
は
遠
い
音
の
物
語
。
夜
の
扉
風
の

こ
ん
色
に
、
灯
台
灯
り
点
じ
ま
す
。

「
カ
チ
カ
チ
カ
チ
」

ニ
ャ
ン
の
「
神
戸
絵
巻
」
の
「
須
磨

の
巻
」

１
３３
１

な
く
て
下
手
く
そ
」
な
の
だ
そ
う
だ
。

以
前
は
通
勤
の
電
車
の
な
か
で
詩
の

言
葉
を
ね
る
の
が
た
の
し
み
で
、
フ
シ

と
メ
モ
に
書
き
こ
ん
だ
言
葉
が
生
き
て

き
た
り
し
た
も
の
で
し
た
。
最
近
で
は

詩
を
考
え
る
余
裕
は
す
で
に
な
く
な
り

オ
ヵ
ネ
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
の
で

す
。詩

も
映
画
も
お
な
じ
芸
術
に
は
変
り

な
い
の
に
、
な
ん
と
発
想
の
ち
が
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

映
画
は
資
本
主
義
の
発
達
と
と
も
に

生
ま
れ
機
械
の
成
長
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
芸
術
な
ん
で
す
ね
。
一
本
の
映
画

を
製
作
す
る
の
に
な
ん
億
と
い
う
金
額

が
必
要
で
す
し
、
製
作
・
配
給
、
普
及

観
賞
な
ど
と
そ
の
機
構
も
ま
た
分
業
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

詩
と
映
画
が
お
な
じ
芸
術
と
し
て
私

た
ち
の
手
に
と
り
も
ど
せ
な
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

「
大
作
主
義
」
長
期
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
上

映
。
マ
ス
コ
ミ
の
動
員
。
そ
の
映
画
を

観
に
行
か
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
し
む

け
ら
れ
、
劇
場
の
前
に
は
行
列
が
で
き

る
。
余
談
で
は
あ
る
が
「
戦
艦
ヤ
マ
ト
」

を
み
る
た
め
に
三
日
前
か
ら
劇
場
の
前

の
階
段
に
行
列
が
で
き
番
号
を
も
っ

て
、
な
ら
ん
で
い
る
人
自
身
の
手
で
整

理
さ
れ
る
「
自
治
会
」
の
よ
う
な
も
の

ま
で
が
で
き
た
と
い
う
か
ら
、
ほ
ん
と

う
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
う
話
で
す
。

こ
の
よ
う
に
一
部
の
劇
場
に
、
人
び

と
が
集
中
す
る
。
そ
の
た
め
に
資
本
の

側
も
一
部
の
作
品
に
大
金
を
投
じ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
そ
の
他
の
芸
術
的
に
す
ぐ

れ
た
作
品
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

劇
場
の
な
い
地
域
の
人
び
と
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
大
作
主
義
」

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
上
映
。
こ
れ
が
も
し
観

客
を
呼
ぶ
力
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
こ

そ
映
画
の
末
路
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
い
ま
、
兵
庫
県
下
各
地
に

い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る
映
画
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

な
に
よ
り
も
神
戸
で
「
こ
う
べ
名
作

劇
場
」
Ｉ
未
公
開
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
す

る
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
芸
術
と
し
て

の
映
画
を
私
た
ち
の
手
で
と
り
も
ど
そ

う
と
い
う
運
動
を
意
気
ご
み
高
く
や
ろ

う
と
い
う
わ
け
で
す
。

わ
れ
わ
れ
に
は
大
資
本
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に
広
告
を
ド
ン
ド

ン
出
し
て
い
く
よ
う
な
力
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ミ
ー
ヨ
ミ
。
人
か
ら
人
へ
の
働
き

か
け
仲
間
づ
く
り
に
力
を
そ
そ
ぐ
よ
り

他
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
点
「
神
戸
っ

子
」
の
読
者
の
皆
さ
ん
、
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。

五
月
二
十
三
日
。
「
だ
れ
の
も
の
で

も
な
い
チ
ェ
レ
」
に
百
六
十
人
集
り
ま

し
た
。
第
二
弾
は
イ
ギ
リ
ス
映
画
「
兵

士
ト
ー
マ
ス
」
と
き
ま
り
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
映
画
を
単
な
る
商
品
か
ら

芸
術
に
高
め
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

■
言
う
べ
名
作
劇
場
」
辿
絡
先
（
溝
３
３
１
１

６
１
０
０
兵
販
県
映
剛
セ
ン
タ
ー
ま
で
）

私
は
詩
人
会
議
の
会
員
で
す
。
詩
歴

も
か
な
り
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
私
が

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
映
画
セ
ン
タ
ー
を

や
る
こ
と
に
な
り
、
い
ま
全
国
映
画
セ

ン
タ
ー
連
絡
会
議
の
常
任
理
事
で
、
兵

庫
県
映
画
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。詩

の
仲
間
に
い
わ
せ
れ
ば
、
「
あ
い

つ
は
詩
を
や
め
て
映
画
に
堕
落
し
た
。

金
も
う
け
ば
っ
か
り
し
や
が
っ
て
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ぽ
う
映
画
の
仲
間
に
い
わ
せ
る

と
「
あ
い
つ
は
詩
人
だ
か
ら
商
売
気
が
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E 弾！…､ か
の
う
じ
ゅ
ん
こ

△
Ｊ
Ｕ
Ｐ
Ａ
広
報
担
当
Ｖ

ハ
シ
ー
ト
ピ
ア
Ⅶ
を
め
ざ
し
て
Ｖ

海
は
、
地
球
の
ラ
ラ
バ
イ
、
そ
し
て

私
た
ち
に
残
さ
れ
た
、
最
後
の
冒
険
と

ロ
マ
ン
で
す
。
人
間
と
海
の
織
り
な
す

八
蒼
い
ロ
マ
ン
Ｖ
を
求
め
て
日
本
水
中

写
真
作
家
葡
会
は
、
昨
年
の
加
月
に
発

足
。
写
真
展
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
、
月
刊
誌
「
ダ
イ

ビ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
」
へ
の
寄
稿
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
な
い
、
現

在
、
会
員
が
、
娼
才
か
ら
“
才
ま
で
の

妬
名
。
広
島
や
青
森
ま
で
、
プ
ロ
、
ァ

冒写

戯侶報騨 鴬増穂f F 蕊躍凸 八
日
本
水
中
写
真
作
家
協
会
Ｖ

麺 □
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

Ｔ
Ｊ
Ｕ
Ｐ
Ａ

擬
潔
畢

そ
っ
て
離
れ
な
い
、
カ
ン
ザ
シ
の
カ
ッ

プ
ル
、
誘
う
よ
う
に
揺
れ
る
乳
白
色
の

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
、
時
に
は
、
あ
ま
り

有
り
難
く
な
い
ウ
ミ
ヘ
ピ
と
の
遭
遇

も
…
…
。

潮
の
流
れ
に
任
せ
、
フ
ワ
フ
ワ
漂
っ

て
い
る
と
、
そ
の
海
の
揺
れ
動
く
感
触

が
、
た
ま
ら
な
く
懐
か
し
い
。
鉢
じ
ゅ

う
の
細
胞
が
八
た
だ
い
ま
Ｖ
と
海
に
む

か
っ
て
さ
さ
や
き
、
海
鳴
の
よ
う
に
ざ

わ
め
き
だ
す
。
郷
愁
な
ど
と
い
う
甘
っ

た
る
い
感
傷
で
は
な
く
、
鉢
の
奥
深
く

封
じ
込
め
ら
れ
た
人
間
の
野
性
が
目
覚

め
、
鼓
動
を
は
じ
め
る
か
の
よ
う
だ
。

海
は
私
た
ち
に
、
人
間
が
自
然
の
一

部
で
あ
る
こ
と
を
想
い
出
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

八
８
月
禍
ｌ
釧
日
に
写
真
展
Ｖ

都
会
が
失
っ
た
海
の
匂
い
に
魅
か
れ

て
、
水
中
写
真
展
は
、
毎
年
、
入
場
者

で
い
っ
ぱ
い
。
八
海
底
に
、
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
色
彩
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と

は
Ｖ
八
海
と
い
う
美
し
い
自
然
を
決
し

て
失
い
た
く
な
い
Ｖ
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
い
つ
も
熱
心
な
感
想
が
書
き
こ
ま

れ
、
後
で
読
む
の
が
楽
し
み
な
ほ
ど
。

今
年
も
、
人
気
の
あ
る
パ
ネ
ル
を
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。
８
月
蝿
日
か
ら
虹
日

ま
で
、
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
ダ

イ
ビ
ン
グ
や
水
中
写
真
に
興
味
の
あ
る

方
の
連
絡
も
待
っ
て
い
ま
す
。

本
部
／
・
生
田
区
中
山
手
通
６
丁
目
別

商
０
７
８
（
３
４
１
）
３
１
２
０

事
務
局
／
，
衝
０
７
８
（
８
０
１
）
０
０
７
２

涼感あふれる水中写真展に多くのファンが

マ
を
問
わ
ず
、
賑
や
か
に
海
の
仲
間
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
大
事
に
育
て
て
き
た
、

あ
る
大
き
な
夢
が
叶
い
つ
つ
あ
る
の
で

す
。
「
シ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
」
沖
縄
の
南
に

あ
る
、
木
の
葉
の
形
を
し
た
島
、
沖
永

良
部
島
に
、
ダ
イ
バ
ー
と
魚
た
ち
の
ユ

ー
ト
ピ
ア
を
築
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
陸
上
に
は
、
宿
泊
の
た
め
の
ロ
ッ

ヂ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
品
の
レ
ン
タ
ル
施

設
、
小
さ
な
港
を
つ
く
り
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
ポ
ー
ト
を
つ
な
い
で
と
、
完
成
予
定

図
も
す
で
に
公
開
し
ま
し
た
。

世
界
中
の
ダ
イ
バ
ー
の
憧
れ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヘ
ロ
ン
島
の
よ
う
に
、

大
き
な
人
な
つ
っ
こ
い
魚
が
体
を
す
り

寄
せ
て
く
る
ｌ
人
間
と
魚
が
、
の
ん

び
り
戯
れ
る
ｌ
そ
ん
な
海
を
ぜ
ひ
実

現
さ
せ
た
い
。
完
成
の
日
が
待
ち
遠
し

く
て
な
り
ま
せ
ん
。

八
大
自
然
・
海
・
人
間
Ｖ

科
学
の
力
で
地
球
を
支
配
し
た
人
間

も
、
海
の
中
で
は
、
ど
う
に
も
心
も
と

な
い
存
在
で
す
。
海
と
い
う
、
と
て
つ

も
な
い
自
然
に
対
し
て
、
身
を
守
る
本

能
的
な
縮
は
何
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な

い
。
気
圧
の
違
う
海
底
の
世
界
で
は
、

予
測
で
き
な
い
事
故
も
起
こ
り
う
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
ダ
イ
バ
ー

は
海
を
め
ざ
し
ま
す
。
水
深
釦
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
、
太
陽
の
届
く
海
底
は
本
当

に
美
し
い
。
サ
ン
ゴ
礁
に
群
れ
を
な

す
、
色
鮮
や
か
な
魚
た
ち
。
岩
陰
に
ひ

っ
そ
り
件
む
真
紅
の
ウ
ミ
シ
ダ
、
寄
り

3４
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３５

オリエンタル
ﾚﾃﾞｨｽｸﾗﾌﾞ
会員募集中

J鶏鍵鍵雲
灘
月例グルメの会：シェフによるメニュー説明

年会費：お－人5 , 0 0 0 円
割引：オリエンタルホテル‘六甲オリエンタルホテル

での宿泊、飲食の際サービス料1 0 ％割引いたし
ます。その他いろいろの特典がございます。

特別催：随時、会員のための特別催しをいたします。

お問い合せ

オリエンタルレディスクラブ事務局
神戸市生田区京町２５オリエンタルホテル内
容（0 7 8 ) ３３１－８１１１

ひとつひとつにまどころを
こめて焼きあげたクッキー

北欧の銘菓

ユーノＬイム. コンフェクト
固罵3 ：・エ場・熊内店神戸症i 合区熊内町１－８南蛮美術館東蛎，ＴＥＬ2 2 1 - 1 1 6 4
■･ ･ センター店，さんちか店・大凡･ そごう･ 販急・神戸デパート･ 元町店
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日
本
か
ら
イ
タ
リ
ー
へ

速
達
便
で
送
り
ま
す

□
れ
ん
さ
い
エ
ヅ
セ
イ
／
私
の
ひ
ろ
い
も
の
八
６
Ｖ

瑞
々
し
い
線
に
か
こ
ま
れ
て

発
条
の
よ
く
効
い
た
線
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
に
在
る
一
人
の
女
人

と
い
う
よ
り
も

地
球
が
産
み
お
と
し
た
若
い
し
ず
く

太
陽
熱
た
っ
ぷ
り
の
岬
と
感
応
し
て

ふ
ひ
ご

わ
が
胸
の
輪
が
吹
き
こ
ぼ
し
た
風
で
す

風
で
す

た
っ
た
今
わ
が
胸
の
中
に
立
っ
た
風

炎
の
よ
う
に
立
っ
た
風
で
す

風
は
匂
う
で
し
ょ
う

風
は
光
る
で
し
ょ
う

風
は
唄
い
ま
す
で
し
ょ
う

グ
レ
コ
家
の
四
角
い
ア
ト
リ
エ
の
ま
る
い
卓
上
で

無
題

こ
の
詩
は
現
代
イ
タ
リ
ー
彫
刻
界
の
星
の
一
つ
の

エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ
の
素
描
を
み
て
書
い
た
私
の
詩

で
あ
るイ

タ
リ
ー
語
に
訳
す
約
束
な
の
で
、
で
き
る
だ
け

単
純
素
朴
に
仕
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ー

語
に
な
っ
た
結
果
を
批
判
す
る
力
は
私
に
は
な
い

が
、
私
の
意
企
し
た
と
こ
ろ
を
訳
者
は
よ
く
汲
ん
で

く
れ
て
、
音
韻
効
果
に
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て

あ
っ
た
。

グ
レ
コ
の
素
描
を
い
つ
か
は
手
に
入
れ
た
い
と
願

い
つ
つ
、
十
数
年
が
経
っ
た
が
、
ま
さ
か
そ
の
グ
レ

コ
の
絵
に
詩
を
つ
け
る
機
会
が
あ
ろ
う
と
は
思
っ
て

な
か
っ
た
。

昨
年
の
秋
、
箱
根
に
在
る
「
彫
刻
の
森
」
の
斡
施

で
、
グ
レ
コ
礼
讃
の
仲
間
に
加
わ
ら
な
い
か
と
誘
わ

れ
て
、
こ
の
詩
が
生
れ
た
。

こ
の
つ
ぎ
、
ロ
ー
マ
へ
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

グ
レ
コ
を
訪
ね
て
み
た
い
。
そ
れ
ま
で
に
は
片
言
の

イ
タ
リ
ー
語
を
少
し
は
し
ゃ
べ
れ
な
い
と
困
る
が
、

な
あ
に
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
前
面
に
押
出
し
て
、
あ

と
は
単
語
を
ポ
ッ
ン
ポ
ッ
ン
と
い
う
だ
け
で
よ
い
。

何
し
ろ
、
こ
ち
ら
は
甲
羅
を
経
た
老
人
だ
も
の
。
グ

レ
コ
の
方
が
若
年
な
の
だ
も
の
。

竹
中
郁
（
詩
人
・
絵
も
）
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１
３８
１

化
と
相
ま
っ
て
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
待
望
の
大
学
昇
格
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
学
昇
格
直
後
の
本
学
に
一
つ
だ
け
残
念
な
記
録
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
こ
の
際
記
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
学
生
実
習
中
に
多
数

の
薬
品
中
毒
者
発
生
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
学
生

実
習
し
た
く
と
も
薬
品
が
入
手
し
に
く
い
と
い
う
戦
後
物
資
不
足

の
難
問
を
解
決
す
る
た
め
、
戦
時
動
員
で
縁
故
が
あ
っ
た
武
田
化

学
か
ら
原
料
薬
品
の
提
供
を
う
け
て
ニ
ト
ロ
ソ
メ
チ
ル
ゥ
レ
タ
ン

の
合
成
を
学
生
に
や
ら
せ
、
製
品
を
会
社
に
納
め
る
と
い
う
瀬
戸

校
長
の
名
案
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
の
六
、
七
月
頃
、
有

機
合
成
の
実
習
中
に
学
生
が
続
々
と
皮
膚
に
薬
疹
、
変
色
を
き
た

す
集
団
中
毒
を
起
し
て
し
ま
っ
た
。
新
聞
に
大
き
く
書
か
れ
、
実

習
責
任
者
が
警
察
署
で
取
調
べ
を
う
け
た
り
し
た
が
、
資
材
が
入

手
し
に
く
い
か
ら
と
て
学
生
実
習
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
と
い
う

教
育
熱
心
が
裏
目
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
な
ら
大
き
な
社

会
問
題
と
な
り
、
大
学
の
責
任
を
追
求
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
件
で

あ
っ
た
。

瀬
戸
校
長
は
大
学
昇
格
と
と
も
に
初
代
学
長
と
な
り
、
さ
ら
に

理
事
長
も
兼
ね
、
理
想
的
薬
科
大
学
と
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
重
ね
、
外
に
出
で
て
は
兵
庫
県
薬
剤
師
協
会
長
、
神
戸
市
教
育

委
員
長
と
し
て
す
ぐ
れ
た
指
導
力
を
も
っ
て
活
躍
し
た
が
、
図
ら

ず
も
昭
和
三
十
一
年
十
一
一
月
十
三
日
夜
、
乗
用
車
が
阪
急
電
車
と

衝
突
、
忠
実
な
運
転
手
と
と
も
に
即
死
と
い
う
大
事
が
お
こ
っ
て

し
ま
っ
た
。
大
学
葬
を
前
に
し
て
、
後
事
を
如
何
に
す
る
か
急
拠

聖
戦
と
い
わ
れ
た
戦
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
敗
戦
に
終

っ
た
。
国
民
の
虚
脱
、
混
乱
の
な
か
に
訪
れ
た
の
が
連
合
国
軍
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
る
学
制
改
革
で
あ
る
。
六
三
三
四
制
に
改
編
さ
れ
る
た

め
、
薬
専
は
大
学
昇
格
か
廃
校
か
の
運
命
に
た
た
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
瀬
戸
校
長
は
い
ち
早
く
大
学
昇
格
期
成
同
盟
を
つ
く
り
、
卒

業
生
、
父
兄
、
製
薬
会
社
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
が
、
鋳
方
元
子

（
第
十
六
回
生
）
ら
地
方
出
身
の
在
校
生
も
夏
休
み
帰
郷
を
利
用

し
炎
暑
の
な
か
住
所
録
を
頼
り
に
先
輩
を
個
別
訪
問
し
て
協
力
を

乞
う
た
。
彼
女
ら
の
熱
意
は
卒
業
生
の
心
を
と
ら
え
、
敗
戦
直
後

預
金
封
鎖
で
乏
し
い
財
布
の
な
か
か
ら
心
こ
も
っ
た
浄
財
が
拠
出

さ
れ
、
当
時
の
金
額
で
約
三
百
万
円
と
い
う
予
想
以
上
の
寄
付
が

集
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
ほ
ど
在
校
生
、
卒
業
生
の
き
ず
な
、
母
校

愛
を
強
く
身
に
泌
み
て
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
や
が
て
こ
の
浄
財

に
よ
っ
て
当
時
全
国
の
薬
専
に
類
を
み
な
い
独
立
図
書
館
を
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
図
書
館
長
松
尾
恒
雄
教
授
の
努
力
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
自
然
科
学
系
図
書
寄
贈
な
ど
苦
心
の
図
書
整

備
と
、
瀬
戸
校
長
の
奔
走
に
よ
る
設
備
の
拡
充
、
教
授
陣
容
の
強

口
神
戸
女
子
薬
科
大
学
と
神
戸
一
八
４
Ｖ

大
学
昇
格
と
銅
鐸
の
出
ｆ

金
子
太
郎

八
神
戸
女
子
薬
科
大
学
学
長
Ｖ

鱗２
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瀬戸文雄初代学長

理
事
会
、
教
授
会
が
開
か
れ
、
協
議
の
末
、
理
事
長
に
榎
並
正
一

氏
（
創
立
時
の
功
労
者
故
榎
並
充
造
元
理
事
長
嗣
子
、
現
バ
ン
ド

ー
化
学
会
長
）
、
学
長
に
私
が
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
体
制
の
理
事
会
で
ま
ず
決
定
し
た
の
は
全
学
舎
の
鉄
筋
不
燃

化
を
中
心
と
し
た
増
改
築
と
、
教
育
研
究
施
設
の
拡
充
に
関
す
る

基
本
構
想
で
あ
っ
た
。
と
く
に
木
造
の
学
生
寮
は
再
三
の
山
火
事

に
よ
り
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
学
生
た
ち
の
身
を
挺
し
て
の
消
火
に

よ
り
よ
う
や
く
延
焼
を
く
い
と
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
人
命

第
一
と
、
ま
ず
学
生
寮
の
不
燃
化
建
築
を
計
画
し
、
構
内
北
端
の

空
地
に
鉄
筋
四
階
建
、
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
か
っ
た
全
館
セ
ン

ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
二
百
六
十
名
収
容
の
寮
を
昭
和
三
十
三

年
春
竣
工
さ
せ
た
。
ひ
き
つ
づ
き
木
造
学
生
寮
を
取
り
こ
わ
し
た

跡
地
に
実
習
研
究
２
号
館
を
建
築
、
昭
和
三
十
六
年
に
３
号
館
、

四
十
二
年
に
１
号
館
の
改
築
と
、
教
育
、
研
究
に
支
障
の
な
い
段

取
り
で
将
棋
の
駒
を
動
か
す
よ
う
に
次
々
と
鉄
筋
不
燃
化
工
事
を

行
な
い
、
昭
和
五
十
二
年
、
ゆ
か
り
の
旧
図
書
館
を
と
り
こ
わ
し

た
跡
の
４
号
館
建
設
を
も
っ
て
ほ
ぼ
基
本
構
想
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
間
、
拡
充
計
画
の
一
環
と
し
て
昭
和
三
十
八
年
、
隣
接
山

林
２
万
㎡
を
購
入
し
、
一
部
を
運
動
場
と
薬
用
植
物
園
に
造
成
し

た
が
、
こ
の
造
成
工
事
中
、
図
ら
ず
も
銅
鐸
一
個
が
出
士
し
た
。

昭
和
九
年
発
掘
の
本
学
構
内
の
弥
生
時
代
古
墳
を
調
査
し
た
関
学

武
藤
教
授
に
調
査
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
極
め
て
精
巧
、
貴

角●：

重
な
銅
鐸
と
判
明
し
早
速
文
部
省
に
報
告
さ
れ
た
た
め
、
間
も
な

く
文
化
財
保
誰
委
員
会
か
ら
重
要
文
化
財
と
指
定
さ
れ
「
国
の
保

有
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
公
文
書
と
と
も
に
国
に
召
し
上
げ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、

発
掘
さ
れ
た
現
地
本
学
の
図
書
館
に
記
念
と
し
て
展
示
し
て
お
き

た
い
銅
鐸
で
あ
っ
た
。

話
は
も
ど
る
が
、
大
学
昇
格
と
と
も
に
教
授
陣
容
強
化
要
員
と

し
て
生
化
学
の
富
田
雅
次
（
旧
台
北
帝
大
教
授
）
、
物
理
化
学
の

兎
原
逸
朗
（
北
大
触
媒
化
学
研
究
所
教
授
）
、
製
剤
学
の
中
里
辰

雄
、
有
機
化
学
の
谷
千
秋
ら
の
教
授
の
ほ
か
、
橋
本
庸
平
、
月
田

潔
、
和
田
悟
朗
ら
数
名
の
新
鋭
助
教
授
が
多
く
の
男
子
助
手
と
と

も
に
次
女
と
着
任
し
、
学
内
は
急
に
活
気
づ
い
た
。
例
の
地
下
研

究
室
は
フ
ル
に
使
わ
れ
、
古
い
木
造
実
習
棟
を
壁
で
仕
切
っ
て
改

造
し
た
粗
末
な
研
究
室
で
も
実
験
装
置
が
立
ち
並
び
毎
日
夜
お
そ

く
ま
で
競
っ
て
研
究
し
た
が
、
学
内
の
研
究
的
雰
囲
気
に
拍
車
を

か
け
た
の
が
榎
並
理
事
長
寄
付
の
神
戸
元
町
の
土
地
（
丸
善
書
店

附
近
約
二
千
㎡
）
を
売
却
し
て
得
た
資
金
で
本
館
前
に
建
設
し
た

榎
並
記
念
研
究
所
の
竣
工
（
昭
二
八
）
で
あ
っ
た
。
各
研
究
室
の

研
究
活
動
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
特
記
す
べ
き
は

橋
本
庸
平
助
教
授
が
敗
戦
国
日
本
第
一
号
の
ユ
ネ
ス
コ
専
門
家
に

任
命
さ
れ
二
年
間
ブ
ラ
ジ
ル
の
化
学
技
術
指
導
に
招
聡
さ
れ
た
ほ

か
、
月
田
潔
助
教
授
が
ア
メ
リ
カ
の
名
門
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科

大
学
に
二
年
間
、
森
五
彦
助
手
も
サ
ン
．
ハ
ウ
ロ
大
学
に
同
じ
く
二

年
間
、
招
き
に
よ
り
海
外
研
究
に
出
張
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本

学
界
か
ら
の
海
外
留
学
者
の
極
め
て
僅
少
な
終
戦
後
間
も
な
く
本

学
か
ら
多
く
の
海
外
研
究
派
遣
者
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
研
究
面
に

お
い
て
も
本
学
が
そ
の
後
大
き
な
発
展
を
と
げ
、
大
学
院
博
士
課

程
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ

う
。

驚
噌蕊、

霧｡1ｉ
篭驚
溌譜

需
織
』
溌
醗

明
治
四
十
四
年
東
京
生
ま
れ
。
昭
和
十
年
亜
尿

帝
国
大
学
医
学
部
薬
学
科
卒
、
神
戸
女
子
薬
学

専
門
学
校
教
授
謡
神
戸
女
子
薬
科
大
学
教
授
を

全
Ｌ
、
現
在
神
戸
女
子
薬
科
大
学
長
。
専
攻
は

術
生
化
学
。

薬
学
博
士
。
兵
庫
県
公
害
審
査
会
々
長
。

金子太郎
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